
３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

【事前にご準備いただくデータ】
※令和８年６月から改定後のベースアップ評価料を算定している場合

⚫令和８年６月、７月の初診料と再診料等の算定回数

⚫令和８年６月の対象職員の人数（常勤換算）

※令和７年度の実績報告とは異なり、対象職員全体ではなく、看護職員や看護補助者等、対象職種ごとの常勤換

算数を調べておきます

⚫令和８年６月の賃金改善後の基本給等総額

※「基本給等」とは、「基本給」と「決まって毎月支払われる手当」の合計額です

※令和７年度の実績報告とは異なり、対象職員全体ではなく、看護職員や看護補助者等、対象職種ごとの基本給

等総額を調べておきます（なお、対象職員ごとの基本給等総額が分かればよく、個人ごとの金額は不要です）

⚫令和８年５月時点の給与体系

※令和８年５月の基本給等総額と令和８年６月の基本給等総額とを、看護職員や看護補助者等、対象職種ごとに

比較できるように準備しておきます

⚫令和７年６月～令和８年５月に支給した賞与の支給月数（又は支給額）

⚫令和８年６月、７月に支給した賞与の支給月数（又は支給額） 1
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３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

まず「賃金改善中間報告書」を準備します。

令和８年度算定分であるため、改定後の様式を使用します。
厚労省のHPにある「ベースアップ評価料特設ページ」からダウンロードします

【厚生労働省ベースアップ評価料特設ページ】https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00053.html
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下記２つのシートに入力していただきます。

• 「別添２」

• 「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」

べってん

ここをクリックしていくと、右の方のシート名が

表示されますので、 「（別添１）_賃金改善実績報

告書・中間報告書」が出てくるまでクリックしてく

ださい。

こちらにシートが並んでいるので、「別添２」や

「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」を

クリックすると該当シートが表示されます。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「別添2」のシートを入力します。

「報告書提出」を選択してく

ださい。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートを

入力していきます。

⚫ 基本的に入力していただくのは、下記となります。

✓令和８年６月、７月のベースアップ評価料の算定額

✓対象職員ごとの賃金改善前と賃金改善後の基本給等総額及び賞与の支払い月数

⚫ 次ページから、

「６月からベースアップ評価料（Ⅰ）注５の点数を算定し、６月、７月の２か月間の合

計で、初診料の算定回数が200回、再診料の算定回数が1,000回、対象職種が

看護師２名、事務職２名」である医療機関の場合について記入した報告書を例に

説明します。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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実際の記入例（全体像）1/2

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

例
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実際の記入例（全体像）2/2

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

例
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例①

「８」を選択します。

（１）及び（２）は「令和８年６月～

令和８年７月」と入力します。

※令和８年４、５月に算定してい

ても、６、７月分のみの報告と

なります。

※令和８年７月から算定を開始

した場合は、「令和８年７月～

令和８年７月」と入力します。

「病院及び診療所」にチェッ

クを入れます。

「賃金改善中間報告書」に

チェックを入れます。

このエクセル全体について

ですが、緑色の部分は自動

入力されます。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例②

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

基本的にはチェック

は入れません。

（公立医療機関で賃

金改善のために条例

改正が必要な場合な

どにチェックを入れ

ます。）
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例③

例）令和８年６月、７月にベースアップ評価料を算定した医療機関の場合

令和８年６,７月の初診料の合計算定回数（200回）×外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）初診時 17点 ＝ 3,400点 （34,000円）

令和８年６,７月の再診料の合計算定回数（1,000回）×外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）再診時 ４点 ＝ 4,000点 （40,000円）

ベースアップ評価料の算定金額総額 7,400点 （74,000円）

収入の実績額がな

い項目については

「０」と記載します。

前ページの（２）の期間中の初診料と再診料の回数をお調べいただき、「初診料算定回数×17点」＋「再診料算定回数

×４点」で算定点数が分かるので、円に直した額をご記入ください。

※注５の点数（初診時23点・再診時6点等）を算定している場合であっても、報告書においては初診時17点・再診時

4点で計算します。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

ベースアップ評価料のみ

算定している場合、

チェックはしません。

11



「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例④

「賃金改善中間報告書」にお

いては０と記載することで差

し支えありません。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例⑤

※（15）はひと月分ではなく、令和８年６、７月分の合計額を記入するので、ご注意ください。

法定福利費の増加分について概算の場合、最大16.5％で計算できるとされております。したがって、

概算で計算する場合は、（13）の値の16.5％の２月分なので、上の例の場合、31,760×0.165×2＝

10,480.8 となります。（Excelでは小数点以下切り上げとなるので、10,481円と表示されます。）

なお、時間外手当等の増加分については、概算の結果に加えて記載する必要があります。

政府の賃上げ目標

の数値に達してい

なくても問題あり

ません。

⚫ （10）から（14）は「Ⅴ－２」～「Ⅴ－８」（次ページで説明）を入力した合計が自動

で反映されるため、先に「Ⅴ－２」～「Ⅴ－８」の入力をしてから、戻って（15）を

ご記入ください。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例⑥

（17）には、令和８年６月における看護職員等の基本給等を全員分合算した総額を記入します。

（18）には、令和８年５月における（17）の看護職員等の基本給等を全員分合算した総額を記入します。

※いずれも全員分の基本給等を合算した総額が分かればよく、個人ごとの金額は記入不要です

（例）看護師２名分の令和８年５月の基本給等総額が500,000円、令和８年６月の基本給等総額が

515,880円であった場合、（17）は515,880円、（18）は500,000円となります。

政府の賃上げ目標

の数値に達してい

なくても問題あり

ません。

（22）については、令和７年６月～令和８

年５月の期間における賞与の支払い月数

をご記載ください。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法

（2１）については、令和８年６月、７月に実際に賞与として支給された

月数をご記載ください。月数ではなく金額で支給している場合は、

「支給された賞与額÷基本給等」で計算した月数を記載してください。

なお、賞与の支給がなかった場合は「０」を記載ください。
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例⑦

⚫ 「Ⅴ－３」～「Ⅴ－８」も同様にご記入ください。

なお、対象職員がいない項目においても、入力できる箇所は「０」を記載してください。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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「（別添１）_賃金改善実績報告書・中間報告書」のシートの記載例⑧

当初の想定よりも患者

数が多く、中間報告の

時点では、ベースアップ

評価料による収入を使

い切れなかった場合な

どは「賃金改善額充当

不足」と表示されます

が、その場合であって

も、提出は可能です。
最後に「日付」と「開設者名」

を記載することで、

「賃金改善中間報告書」の

作成は終了です。

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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○ベースアップ評価料等による収入の実績額について
• ベースアップ評価料（Ⅰ）の注５（初診時23点・再診時６点）を算定している場合であっても、
初診時17点・再診時４点で計算します。

○対象職員について
• パート職員も常勤換算した上で対象職員に含めることが可能です。
• 令和８年度診療報酬改定で、事務職員も対象職員となりましたが、事務職員とは「主として事務
を担当している者（医師事務作業補助者（医療クラーク）、診療情報管理士を含む）を指す。」
とされましたので、中間報告書においては改定後の考え方でご記入ください。なお、改定で扱い
が変わっておりますので、令和７年度実績報告書と令和８年度中間報告書において、「事務職
員」の人数等が異なっていても差し支えありません。

留意点

３. 「賃金改善中間報告書」の作成方法
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